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「冬の輝き」 Photo：池本薫

久しぶりの大雪の日。暗がりの中、泉の森
へ向かう。日の出を待つ。モノトーンの雪

景色に朝日が輝きをもたらし始
めた。低温が続き、樹氷が見
事だ。20年前から積雪があれ
ば必ず泉の森を撮影してきたが、
この時が最高だと感激した。

特集 1 ここから始める終活

2月1日は
市制施行記念日です

特集 2 厚木基地をめぐる動向と
市の取り組み
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終
活
を
知
っ
た
き
っ
か
け
は
？

何
年
か
前
に
市
の
広
報
で
、
終
活
に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー
を
知
り
ま
し
た
。
最
初
は
一
人

で
参
加
し
て
、
こ
れ
は
終
活
を
し
た
方
が
い

い
、
年
を
取
っ
て
も
安
心
で
き
る
と
思
っ
た

の
で
、
そ
の
後
は
主
人
も
誘
っ
て
一
緒
に
参

加
し
ま
し
た
。

終
活
の
動
機
・
実
際
の
流
れ

団
地
住
ま
い
の
た
め
、
終
活
を
し
て
お
か

な
い
と
、
団
地
の
近
隣
の
人
や
遠
方
に
い
る

娘
に
も
迷
惑
が
か
か
る
と
思
い
、
1
終
活
相

談（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）を
し
ま
し
た
。

私
は
、
以
前
は
飲
食
店
を
営
ん
で
い
た
の

で
す
が
、
そ
の
時
に
海
洋
散
骨
を
希
望
す
る

お
客
さ
ん
の
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
自
分
も
そ
う
し
た
い
と
考
え
て
い
た
の

で
、
そ
れ
が
で
き
る
葬
儀
屋
さ
ん
と
2
葬
儀

生
前
契
約
を
し
て
、
市
の
3
終
活
登
録
を
し

ま
し
た
。
娘
に
も
終
活
登
録
を
し
て
い
る
こ

と
を
伝
え
て
い
ま
す
。
終
活
登
録
し
た
こ
と

で
、
自
分
の
思
い
通
り
の
葬
儀
や
海
洋
散
骨

が
で
き
ま
す
し
、
残
す
金
額
の
こ
と
も
明
確

に
な
っ
た
の
で
安
心
し
て
、
気
持
ち
も
す
っ

き
り
し
ま
し
た
。

ま
だ
終
活
を
し
て
い
な
い

人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
死
ん
だ
ら
何
百
万
円
か
か
る
」な
ど
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
終
活
を
す
る
と
、
自
分
が
希

望
す
る
葬
儀
な
ど
の
金
銭
的
な
こ
と
が
具
体

的
に
分
か
り
ま
す
。
残
さ
れ
た
人
が
何
を
す

る
か
も
分
か
り
ま
す
。「
墓
じ
ま
い
し
た
い
」

と
い
う
希
望
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
相
談
で
き

ま
す
し
、
そ
れ
だ
け
で
も
終
活
を
し
て
お
く

意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
困
る
こ
と
は
何

も
な
い
で
す
。

そ
れ
に
、
誰
も
が
認
知
症
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
終
活
は
早
め
に
し
た
方
が
い

い
と
思
い
ま
す
。

終
活
は
身
近
な
人
に
は
相
談
し
づ
ら
い
こ

と
も
あ
る
の
で
、
市
に
相
談
す
る
の
が
お
勧

め
で
す
。

　自身の死後の葬儀や納骨、相続準備などに不安はありませんか。市では、終活に関する相談を受け、生前
の準備を支援する終活支援事業を実施しています。ぜひご活用ください。

古谷美知子さん

問保健福祉センター人生100年推進課おひとりさま施策推進係☎（260）5622 （260）1156

特集1

人生の卒業準備を応援します！
終活
始める
ここから

市
の
終
活
支
援
を
利
用
さ
れ
て
い
る
古
谷
美
知
子
さ
ん（
74
歳
）に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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終
活
に
決
ま
っ
た
答
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
希
望
を
叶
え
、
残
さ
れ
る
家
族
や
周

り
の
人
を
安
心
さ
せ
る
た
め
に
も
、早
め
に
、

終
活
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。質
問
や
不
安
、

悩
み
が
あ
る
か
た
は
お
気
軽
に
市
の
終
活
相

談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

˔
૬
ஊ
ࣄ
ྫ

・
こ
れ
か
ら
終
活
を
始
め
た
い

・
一
人
暮
ら
し
で
将
来
が
心
配

・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
書
き
方

を
教
え
て
ほ
し
い

・
自
分
の
財
産
の
行
き
先
が
心
配

１２

３

終
活
相
談
窓
口（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

生
前
準
備
を
支
援

終
活
登
録
制
度

１
葬
儀
・
納
骨
に
つ
い
て
の

事
前
の
準
備（
生
前
契
約
）

⚫
親
族
や
知
人
な
ど
へ
の
連
絡

⚫
葬
儀
の
履
行
確
認

２
遺
言
書
作
成
や
死
後
の

事
務
手
続
き
な
ど
の
委
託

相
談
者
の
希
望
す

る
葬
儀
・
納
骨
が
で

き
る
協
力
葬
祭
事
業

者
と
の
契
約
締
結
を

支
援
し
ま
す
。

遺
言
書
の
作
成
、
葬
儀
・
納
骨
に
関
す
る

手
続
き
、家
賃
・
医
療
費
の
清
算
、ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
解
約
な

ど
の
死
後
の
事
務
手

続
き
を
依
頼
し
た
い

場
合
は
、
希
望
に
応

じ
て
、
市
が
司
法
書

士
を
紹
介
し
ま
す
。

ਃ
͠
ࠐ
Έ
▼
電
話
で
人
生
１
０
０
年
推
進
課

へ
。

生
前
に
決
め
た
葬
祭
事
業
者
な
ど
の
情
報

を
、
市
へ
登
録
す
る
制
度
で
す
。
登
録
す
る

と
、
次
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
ま

す
。

ର


▼
市
内
在
住
の
一
人
ま
た
は
二
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
な
ど

死
後
、
亡
く
な
っ

た
こ
と
や
葬
祭
事
業

者
な
ど
の
登
録
情
報

を
、
市
か
ら
親
族
や

知
人
な
ど
へ
連
絡
し

ま
す
。

市
が
葬
儀
の
履
行
状
況
を
確
認
し
ま
す
。

※
希
望
者
に
は
、
月
に
一
度
電
話
に
よ
る
安

否
確
認
も
行
い
ま
す
。

①司法書士による講演会「遺言書のススメ なぜ私に必要か」、②終活の情報提供。

と　き▶2月21日（金）①午前10時～
11時30分・②11時～午後1時30分

ところ▶シリウス内①サブホール・②
ギャラリー

対　象▶市内在住者　
定　員▶①先着150人（手話通訳あり）

内　容▶①なぜ遺言書が必要か、どんな人に
必要かを具体例を交えて講話、②認知症進
行予防、住まいの終活、人生会議、成年後
見制度など。

申し込み▶①2月3日（月）～14日（金）に電話
で人生100年推進課へ。住所、氏名、電話
番号を記載し、ファクスも可。②不要。

第2回 終活フェア

司法書士　
廣澤真太郎氏
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表
参
照
）。
昨
年
８
月
に
は
海
老
名
市
内
の
水

田
に
、
10
月
に
は
茅
ヶ
崎
市
内
の
海
岸
に
米

海
軍
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
予
防
着
陸
し
、
そ

の
後
、厚
木
基
地
に
着
陸
し
ま
し
た
。
市
は
、

国
と
米
軍
に
対
し
早
期
の
原
因
究
明
と
再
発

防
止
策
の
徹
底
な
ど
を
要
請
し
ま
し
た
。

人
口
密
集
地
域
に
所
在
す
る
厚
木
基
地
周

辺
で
万
が
一
に
も
航
空
機
事
故
が
発
生
す
れ

ば
、
甚
大
な
被
害
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
は
機
会
あ
る
ご
と
に
航
空

機
の
安
全
対
策
の
徹
底
を
求
め
て
い
ま
す
。

最
近
の
厚
木
基
地
の
動
向

近
年
、
日
米
共
同
訓
練
な
ど
の
実
施
に
伴

い
、
厚
木
基
地
は
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
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ࠃ
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昨
年
６
月
７
日
か
ら
18
日
に
全
国
の
自
衛

隊
施
設
や
在
日
米
軍
施
設
な
ど
で
実
施
さ

れ
、
厚
木
基
地
で
は
共
同
患
者
後
送
訓
練
に

伴
い
、
陸
上
自
衛
隊
の
Ｕ
Ｈ-

１
Ｊ
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
と
、
航
空
自
衛
隊
の
Ｃ-

１
３
０
Ｈ

輸
送
機
が
飛
来
し
ま
し
た
。
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昨
年
10
月
23
日
か
ら
11
月
１
日
に
全
国
の

自
衛
隊
施
設
や
民
間
空
港
、
日
本
の
周
辺
海

域
な
ど
で
実
施
さ
れ
、
厚
木
基
地
で
は
陸
上

航
空
機
騒
音
の
現
状

市
は
、
市
民
へ
の
騒
音
被
害
の
実
態
把
握

の
た
め
、
市
内
５
か
所
に
設
置
し
た
自
動

騒
音
計
で
、
常
時
、
航
空
機
騒
音
を
測
定

し
て
い
ま
す
。
昨
年
１
年
間
の
月
別
騒
音
測

定
回
数（
滑
走
路
北
約
１
㌖
地
点
に
お
け
る

70
デシベル
以
上
、
５
秒
以
上
の
継
続
音
な
ど
が
測

定
対
象
）は
、
７
９
４
回
か
ら
１
，
２
３
９

回
と
な
り
、
１
日
当
た
り
平
均
30
回
以
上
の

航
空
機
騒
音
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
厚
木
基
地
に
飛
来
す
る
米
軍

ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
な
ど
に
よ
る
１
０
０
デシベル
以

上
の
甚
大
な
騒
音
も
た
び
た
び
測
定
さ
れ
て

お
り
、
市
民
に
騒
音
被
害
が
及
ん
で
い
ま
す

（
上
の
グ
ラ
フ
参
照
）。

市
は
今
後
も
騒
音
被
害
軽
減
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

航
空
機
事
案
の
発
生
状
況

厚
木
基
地
で
は
部
品
紛
失
や
予
防
着
陸
な

ど
の
航
空
機
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す（
左
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騒
音
測
定
回
数

う
ち
１
０
０
　
以
上

デ
シ

ベ
ル

794
985 949 952

1,2391,196

843 830
999

826

1,029
898

4

騒音測定回数 うち 100 以上デシ
ベル

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

（回） （回）
月別騒音測定回数（滑走路北約1㎞地点）令和6年

厚木基地に関わる航空機事案発生状況（令和6年度）
発生日 種 別 内 容
令和6年
7月9日 海上自衛隊 P-3Cの部品（リベット約

0.1g）紛失

8月3日 米海軍 MH-53Eの海老名市内の
水田への予防着陸

9月13日 海上自衛隊 C-130Rの部品（リベット
約2g）紛失

10月10日 米海軍 MH-60Rの茅ヶ崎市内の
海岸への予防着陸

厚木基地をめぐる動向と市の取り組み
　県内の自治体で２番目に人口密度が高い本市
に厚木基地が所在することで、市民は航空機の
騒音被害や事故への不安など、さまざまな影響
を受けています。今号では厚木基地をめぐる動
向と市の取り組みについてお伝えします。

問 市役所基地対策課基地対策係☎（260）5310 （261）4592

特 集 2
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自
衛
隊
に
よ
る
基
地
等
警
備
訓
練
や
航
空
自

衛
隊
に
よ
る
高
射
部
隊
の
機
動
展
開
訓
練
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
海
上
自
衛
隊
の
Ｐ-

１
哨

戒
機
が
四
国
沖
な
ど
で
行
わ
れ
た
統
合
対
艦

攻
撃
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
訓

練
に
参
加
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
の
Ｐ-

８
Ａ
哨
戒
機
２
機
が
、
機
体
整
備
な
ど
の
た

め
厚
木
基
地
を
使
用
し
ま
し
た
。

　市民・議会・行政の代表者で構成
される大和市基地対策協議会（会長：
古谷田力市長）は、昨年7月、海上自
衛隊厚木航空基地を視察しました。
　視察では、海上自衛隊厚木航空基
地の機能・役割などの概要や航空機
の安全対策の取り組みなどの説明を
受けたほか、飛行前後の点検作業や、
新たに導入された哨戒ヘリコプター
SH-60Lの機体、基地内施設を見学
しました。
　同協議会は、引き続き厚木基地に
起因する諸問題の解決と市民負担の
解消に向けた取り組みを進めていき
ます。

市
の
取
り
組
み

市
は
、
大
和
市
基
地
対
策
協
議
会
や
県
、

周
辺
自
治
体
と
連
携
し
た
要
請
活
動（
下
表

参
照
）を
通
じ
て
、
国
や
米
軍
な
ど
に
対
し
、

航
空
機
の
騒
音
被
害
軽
減
や
安
全
対
策
の
徹

底
の
ほ
か
、
学
校
防
音
工
事
補
助
や
住
宅
防

音
工
事
助
成
な
ど
国
の
基
地
周
辺
対
策
の
拡

充
な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。

厚
木
基
地
を
め
ぐ
っ
て
は
、
空
母
艦
載
機

の
着
陸
訓
練
実
施
時
に
硫
黄
島
の
予
備
施
設

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
住
宅
防
音
工

事
に
お
い
て
多
く
の
待
機
世
帯
が
あ
る
こ
と

や
、
航
空
法
に
よ
る
建
築
物
の
高
さ
制
限
が

市
域
の
大
半
に
課
さ
れ
街
の
発
展
に
支
障
が

生
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
あ
り
ま
す
。

市
は
、
引
き
続
き
厚
木
基
地
に
起
因
す
る

諸
問
題
の
解
決
と
市
民
負
担
の
解
消
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

と き 要請者 要請先 内 容
令和6年
4月24日

神奈川県知事、
大和市を含む厚木基地周辺8市 防衛大臣 厚木基地周辺の第一種区域等の

見直しに関する要請

5月2日 大和市長 外務・防衛大臣、
米海軍厚木航空施設司令官

空母ロナルド・レーガン艦載機
の着陸訓練について

5月17日 大和市長 外務・防衛大臣、
米海軍厚木航空施設司令官

オスプレイの厚木基地飛来につ
いて

8月5日 大和市長 外務・防衛大臣、駐日米国大使 米軍ヘリコプターの不時着につ
いて

8月5日 大和市基地対策協議会 内閣総理大臣、総務・外務・防
衛大臣、駐日米国大使など

厚木基地の早期返還と基地対策
の抜本的改善に関する要望

8月8日 神奈川県基地関係県市
連絡協議会

内閣総理大臣、
財務・外務・防衛大臣など 基地問題に関する要望

10月10日 大和市長 米海軍厚木航空施設司令官 米軍ヘリコプターの不時着につ
いて

10月31日
11月1日 厚木基地騒音対策協議会

内閣総理大臣、
外務・防衛大臣、駐日米国大使、
米海軍厚木航空施設司令官など

厚木基地における空母艦載機の
夜間連続離着陸訓練による航空
機騒音の解消等に関する要請

11月27日 大和市長・綾瀬市長 防衛大臣 防衛施設周辺防音事業等に関す
る要講

主な要請活動（令和6年度）

厚木航空基地を視察

部品紛失防止への取り組みを確認するようす

航空自衛隊高射部隊による機動展開訓練のようす
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相
川
照
美
、
古
谷
田
文
隆
、
小
川
陽
子
、
前

川
公
男
、
上
田
隆
一
、
佐
藤
直
哉
、
小
金
澤

広
人
、
北
島
拓
馬
、
真
間
心
葉
、
網
代
羅
夢
、

亀
井
彩さ

や
か華
、
平
井
瑞
希
、
谷
口
満
里
奈
、
荒

井
日
菜
乃
、
山
口
叶
来
也
、
吉
田
琉り

ゅ
う
と海

、
小

池
隼
斗
、
神
奈
川
卍ま

ん
じ
か
い會

〆し
め

綱つ
な

。

࣋
ͪ

▼
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
動
き
や
す
い
服

装
ਃ
͠
ࠐ
Έ
▼
２
月
３
日（
月
）か
ら
電
話
で
健

康
づ
く
り
推
進
課
へ
。

２
月
１
日
の
市
制
施
行
記
念
日
に
合
わ
せ

て
、
各
分
野
に
お
い
て
市
政
の
振
興
に
寄
与

し
、
広
く
市
民
の
模
範
と
な
る
行
為
を
し
た

か
た
を
、
市
表
彰
条
例
に
基
づ
き
表
彰
し
ま

し
た（
順
不
同
・
敬
称
略
）。

˙
Ұ
ൠ
ද
জ

木
村
庸の

ぶ
え江
、
志
賀
ツ
ヤ
子
、
玉
井
伸
哉
、
蛯

原
有
男
、
小
柳
光
仁
、
館
合
み
ち
子
、
中
村

友
彦
、
瀧
本
智
和
、
上
田
敬
、
太
田
雄
作
、

金
子
哲
也
、
土
屋
翁
三
、
小
笠
原
達
男
、
岩

澤
喜
好
、
長
島
昇
、
髙
田
和
彦
、
西
岡
直
樹
、

片
桐
信
髙
、
石
原
幸
美
、
鴨
志
田
レ
イ
子
、

元
気
な
う
ち
か
ら
継
続
し
て
運
動
に
取
り

組
ん
で
も
ら
う
た
め
、
介
護
予
防
運
動
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
自
分
ら

し
く
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
送
る
た
め

に
、
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
介
護
予

防
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

ର


▼
60
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

ߨ

ࢣ
▼
健
康
運
動
指
導
士
な
ど

問
市
役
所
秘
書
総
務
課
総
務
調
整
係
☎

（
２
６
０
）５
３
０
７
（
２
６
１
）８
８

６
７

問
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
別
館
健
康
づ
く

り
推
進
課
健
康
施
策
・
歩
こ
う
係
☎（
２

６
０
）５
８
０
３
（
２
６
０
）１
３
５
０

問

市
役
所
環
境
総
務
課
地
球
環
境
係

（
２
６
０
）５
４
９
３
（
２
６
０
）６
２

８
１

地
球
温
暖
化
と
気
候
変
動
や
生
物
多
様
性

を
め
ぐ
る
国
際
交
渉
の
第
一
線
で
活
躍
す
る

講
師
が
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

に
ど
う
向
き
合
う
か
、
講
演
し
ま
す
。

ͱ

͖
▼
３
月
１
日（
土
）午
後
１
時
30
分
〜

３
時

ͱ
͜
Ζ
▼
ポ
ラ
リ
ス

ର


▼
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
優
先

ఆ

һ
▼
先
着
１
０
０
人

ߨ

ࢣ
▼
環
境
省
自
然
環
境
局
生
物
多
様
性

国
際
企
画
官

井
上
直
己
氏

ਃ
͠
ࠐ
Έ
▼
２
月
１
日（
土
）か
ら
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
ま
た
は
電

話
で
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
載

し
、
フ
ァ
ク
ス
も
可
。

市
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表
彰

大
和
市
地
球
環
境
講
演
会
を
開
催

「
気
候
変
動
、
生
物
多
様
性
。
世
界
は
動
く
。
わ
た
し
た
ち
は
？
」

ところ と　き 定員
大和さくらかぶ接骨院
（上和田965-1並木ビル1階）

2月13日（木） 午後2時～4時 各先着
8人20日（木）

メガロス大和（中央5-14-4） 2月19日（水） 午前11時～午後1時 各先着
10人3月12日（水）

福祉創造スクウェア・すぷら
（上和田1083-1）

2月21日（金） 午前10時～正午 各先着
10人3月21日（金）

スポーツクラブNAS南林間
（南林間1-2-16）

2月27日（木） •午前10時～正午
•午後2時～4時

各先着
10人3月  6日（木）

スポーツクラブルネサンス大和24
（大和東3-2-1）

3月  3日（月） 午後1時～3時

各先着
15人

6日（木） •午前10時～正午
•午後1時～3時

10日（月） 午後1時～3時

13日（木） •午前10時～正午
•午後1時～3時

代官区画整理記念会館
（代官2-14-2）

3月  4日（火） 午前10時～正午 各先着
15人11日（火）

ラヴィーレ大和
（上草柳2-19-16）

3月  5日（水） 午前10時～正午 各先着
9人12日（水）

まごころ地域福祉センター 3月  5日（水） 午前10時～正午 各先着
15人19日（水）

さんご接骨院（南林間1-18-3） 3月  5日（水） 午後2時30分～
4時30分

各先着
10人12日（水）

アリーナつきみ野スポーツクラブ
（つきみ野2-1-8）

3月  7日（金） 午前10時30分～
午後0時30分

各先着
10人14日（金）

上和田団地集会所
（上和田2412上和田団地2-13）

3月  7日（金） •午前10時30分～
午後0時30分

•午後1時30分～
3時30分

各先着
15人14日（金）

介
護
予
防
運
動
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

3㌽

各課への問い合わせは市のホームページ「組織の紹介」からも受け付けています。

井上直己氏
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第
５
回
や
ま
と
Ｈ

ヘ

ル

ス

ｅ
ａ
ｌ
ｔ
ｈ
＆
Ｂビ

ュ

ー

テ

ィ

ｅ
ａ
ｕ
ｔｙ
フ
ェ
ア
２
０
２
５

み
ん
な
で
考
え
る
！「
細
い
」じ
ゃ
な
く
て
、「
動
け
る
」カ
ラ
ダ

3㌽

問
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
別
館
健
康
づ
く

り
推
進
課
地
域
栄
養
ケ
ア
推
進
係
☎（
２

６
０
）５
８
０
４
（
２
６
０
）１
３
５
０

市
は
、「
ヘ
ル
ス
＆
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
、
若
い
世
代
を
中
心
と

し
た
女
性
の
健
康
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
３

月
１
日
〜
８
日
の
女
性
の
健
康
週
間
に
合
わ

せ
、「
や
せ
て
い
る
こ
と
が
良
い
」と
い
う
価

値
観
を
見
直
す
こ
と
を
テ
ー
マ
に
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
。
若
い
女
性
だ
け
で
な
く
、
性
別
・

年
代
問
わ
ず
、
参
加
で
き
ま
す
。

ͱ

͖
▼
３
月
１
日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後

４
時

ͱ
͜
Ζ
▼
シ
リ
ウ
ス
４
階
①
健
康
度
見
え
る

化
コ
ー
ナ
ー
・
②
健
康
テ
ラ
ス
・
③
６
階

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー



༰
▼
①
健
康
度
測
定（
体
組
成
、
貧
血
、

骨
健
康
度
、
血
圧
、
血
管
年
齢
、
握
力
、
肌

年
齢
）な
ど
、②
体
操
、ハ
ン
ド
ケ
ア
な
ど
、

③
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
の
専
門
家
に
よ
る
食
講

座（
オ
ン
ラ
イ
ン
同
時
開
催
）な
ど

ਃ
͠
ࠐ
Έ
▼
①
②
不
要
、
③
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子

申
請
で
。

※
参
加
賞
あ
り
。
16
〜
39
歳
の
女
性
が
対
象

の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た
先
着
１
０
０

人
に
プ
チ
ギ
フ
ト
も
。

　大和市内の商業・工業・農業など
の産業をPRするイベント「やまと産業
フェア2024」が盛大に開催されまし
た。開催初日にお招きいただき、3会
場の各ブースを巡り、市民の皆さんと
交流し、ご意見をいただきました。大
和商工会議所女性会の皆さんからは、
コンポストバッグを活用した資源循環
の推進に関するご提案をいただきました。生ごみ削減のみならず、
たい肥作りや植物栽培体験の機会を提供する取り組みが高く評価
され、「第56回全国商工会議所女性会連合会滋賀全国大会」におい
て、女性会事業表彰の最優秀賞を受賞したとのことです。私は「ご
み」を一つの「宝」として、「循環する資源」と捉えることが重要と考
えています。市は、平成2年から生ごみ処理容器などの設置に対す
る補助を行っていますが、より環境にやさしい品目を模索してい
くことも大切です。ご提案を受け、これまでの品目に加え、環境
にやさしく手軽に使用できるコンポストバッグを補助対象とする
ことを検討し、来年度からの実施に向け準備を進めています。今
後もさまざまな角度からごみの減量化・資源化への周知などを行
い、持続可能な循環型社会を構築するよう努めてまいります。

　近年の猛暑により想定以
上に雑草が生育しており、
市役所本庁舎敷地内も例外
ではありません。定期的な
除草により美観を保つよう
努めているところですが、追い付かない状況もあり、「市長への手
紙」や「タウンミーティング」などでご意見もいただきました。この
ようなことから、令和6年度の新採用職員研修の一環で、本庁舎敷
地内の美化活動を行いました。新採用職員のほか、市議会議員の
有志の皆さん、お隣の大和中学校の生徒さんも参加いただき、全
員が一丸となって作業した結果、予想を超える速さで作業を終え
ました。新採用職員は、この研修を通じて美化活動の意義を理解
するとともに、組織内での団体行動の大切さを学び、協調性やコ
ミュニケーション能力の向上が図れたことと思います。自分たち
の職場を自分たちの手できれいにすることで心身ともにリフレッ
シュし、新たな気持ちで職務に励むことができます。市民の皆さ
んにも気持ちよく来庁いただけることを願っています。

市民の皆さん、こんにちは。私が最近、現地・現場で
体験したことについてお話しいたします。

11月9日　
やまと産業フェア2024

11月22日
新採用職員研修

“現地現場”へ
～いいね   大和市を目指して～

古谷田力市長の

マークはヤマトン健康ポイント対象事業です。詳しくは健康づくり推進課☎（260）5803へ。
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野
菜
や
草
花
を
栽
培
で
き
る
、
市
民
農
園

の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

ื
ू
͢
Δ

Ԃ
▼
左
表
の
18
農
園（
定
数
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
）

ར
༻
ظ
ؒ
▼
３
月
15
日（
土
）〜
来
年
２
月
15

日（
日
）

۠
ը
໘
ੵ
▼
約
20
平
方
㍍（
福
田
フ
ァ
ミ

リ
ー
農
園
は
約
60
平
方
㍍
）

ର


▼
農
園
ま
で
徒
歩
ま
た
は
自
転
車
で

通
え
、
除
草
な
ど
の
適
切
な
農
園
の
管
理

と
、
年
２
回
の
農
園
清
掃
日
に
協
力
で
き

る
市
内
在
住
者


༻
ྉ
▼
年
間
５
，
０
０
０
円（
福
田
フ
ァ

ミ
リ
ー
農
園
は
年
間
１
万
円
）

ਃ
͠
ࠐ
Έ
▼
２
月
14
日（
金
）（
必
着
）ま
で

に
、
往
復
は
が
き
に
希
望
す
る
農
園
名
、

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
記
載
し
、〒
２

４
２-

８
６
０
１
市
役
所
農
政
課
へ（
１
世

帯
に
つ
き
は
が
き
１
枚（
１
区
画
）ま
で
）。

※
農
園
に
駐
車
場
、
水
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
入
園
者
に
運
営
委
員
を
お
願
い
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

市
民
農
園
の
利
用
者
を
募
集

問
市
役
所
農
政
課
農
政
係
☎（
２
６
０
）

５
１
３
２
（
２
６
０
）６
２
８
１

農園名（所在地） 募集数 最長利用
期間

中央林間北農園
（中央林間9-1496-1） 4区画 1年間

つきみ野北農園（つきみ野6-4-1） 1区画 2年間
中央林間内山農園

（中央林間9-1523-1） 8区画 2年間

つきみ野農園 （つきみ野3-2-2） 5区画 2年間
ひまわり農園 （中央林間西1-8） 1区画 2年間
こすもす農園（下鶴間1786-15） 93区画 3年間
下鶴間農園 （下鶴間2983-1） 4区画 1年間
深見西農園 （深見西8-1） 3区画 2年間
上草柳丸山農園（上草柳1584-2） 10区画 1年間
相模大塚農園 （上草柳165-6） 13区画 1年間
篠山農園 （上草柳440-1） 7区画 1年間
中央農園 （中央6-11） 6区画 1年間
光丘農園 （中央7-9） 5区画 1年間
深見南農園 （深見3564-1） 6区画 1年間
上和田農園 （上和田2731-1） 8区画 1年間
山ざくら農園 （福田4-7-4） 24区画 3年間
福田ファミリー農園（福田51-2） 12区画 2年間
福田農園 （福田971-1） 14区画 2年間

࣋
ͪ

▼
動
き
や
す
い
服
装
、
普
段
履
い
て

い
る
靴

ਃ
͠
ࠐ
Έ
▼
２
月
３
日（
月
）〜
21
日（
金
）に

電
話
で
健
康
づ
く
り
推
進
課
へ
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
分
か
り
や
す
い
理
論
と

ス
ト
レ
ッ
チ
を
交
え
た
セ
ミ
ナ
ー
。
座
り
方

や
靴
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
も
学
び
ま
す
。

ͱ

͖
▼
３
月
17
日（
月
）午
前
10
時
〜
11
時

30
分

ͱ
͜
Ζ
▼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ର


▼
市
内
在
住
者

ఆ

һ
▼
先
着
50
人

ߨ

ࢣ
▼
健
康
運
動
指
導
士

黒
田
恵
美
子

氏

問
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
別
館
健
康
づ
く

り
推
進
課
健
康
施
策
・
歩
こ
う
係
☎（
２

６
０
）５
８
０
３
（
２
６
０
）１
３
５
０

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

男
女
共
同
参
画
市
民
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

3㌽

問
市
役
所
国
際
・
男
女
共
同
参
画
課
国

際
・
男
女
共
同
参
画
係
☎（
２
６
０
）５

１
６
４
（
２
６
３
）２
０
８
０

テ
ー
マ
は「
み
ん
な
で
シ
ェ
ア
す
る
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
〜
気
づ
い
て
、
学
ん
で
、
行
動

し
よ
う
！
」。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
一
つ
で
も
あ
る

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」を
知
り
、
行
動
に
移
す

機
会
に
し
ま
せ
ん
か
。

ͱ

͖
▼
２
月
24
日（
祝
）午
前
11
時
〜
午
後

０
時
30
分

ͱ
͜
Ζ
▼
シ
リ
ウ
ス
６
階
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー

ର


▼
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・
在
活

動
者

ఆ

һ
▼
先
着
50
人

ߨ

ࢣ
▼（
独
）国
立
女
性
教
育
会
館
研
究
国

際
室
研
究
員

島
直
子
氏

ਃ
͠
ࠐ
Έ
▼
２
月
17
日（
月
）ま
で
に
直
接
ま

た
は
電
話
で
市
役
所
国
際
・
男
女
共
同
参

画
課
へ
。
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
載
し
、

フ
ァ
ク
ス
も
可
。



9 広報やまと 2025.2.1

市からのお知らせ

市
は
、
快
適
な
街
づ
く
り
の
推
進
や
大
和

ら
し
い〝
ま
ち
〞の
創
造
を
目
的
に
、「
大
和

市
街
づ
く
り
賞
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は「
歩
く
の
が
楽
し
い
マ
チ
ミ
チ
」を

テ
ー
マ
に
募
集
。
大
和
市
街
づ
く
り
推
進
会

議（
会
長
・
杉
崎
和
久
法
政
大
学
教
授
）に
よ

る
選
定
を
経
て
、
４
件
が
街
づ
く
り
賞
に
決

定
し
ま
し
た
。

※
３
月
９
日（
日
）午
前
11
時
か
ら
、
シ
リ
ウ

ス
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
表
彰
式
を
開
催
。

表
彰
式
と
併
せ
て
パ
ネ
ル
展
も
開
催
し
ま

す
。

˔
ͭ
͖
Έ

Ӻ
प
ลớ


௨
Γ
Ờ

ߨ
ධ
：
意
欲
的
な
か
た
が
た
に
よ
る
努
力
の

よ
う
す
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
住
民
の
主

体
的
な
活
動
に
よ
り
、
魅
力
的
な
空
間
が

実
現
し
て
い
る
点
が
素
晴
ら
し
い
で
す
。

地
域
の
か
た
が
た
が
街
並
み
を
し
っ
か
り

と
計
画
し
て
お
り
、
楽
し
め
る
道
で
す
。

˔
ઘ
の
ớ
Έ
Ͳ
Γ
͕
ଟ
͘
ỏ
๛
͔
ͳ
ࣗ
વ

ͱ
৮
Ε
߹
͑
Δ

ॴ
Ờ

ߨ
ධ
：
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
く
利
用
さ
れ
て

お
り
、
自
然
植
生
が
見
ら
れ
る
空
間
で

す
。
周
辺
と
は
一
変
し
た
環
境
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
の
が
魅
力
的
で
す
。
園
路

で
は
あ
り
ま
す
が
、
自
然
の
森
の
中
に
あ

る
小
径
は
時
間
の
経
過
に
風
化
し
な
い
と

思
わ
れ
、
今
後
も
保
た
れ
て
い
け
れ
ば
と

願
い
ま
す
。

˔
چ
Լ

ؒ
॓
͔
Β

ؒ
Ӻ
·
Ͱ
の
େ
ࢁ
ಓ

ớ



֗
ಓ
ʗ
Լ

ؒ
̎
̎
̏
̐
ล
Γ

͔
Β


ؒ
̏-

12-

22
ล
Γ
Ờ

ߨ
ධ
：
歴
史
的
存
在
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
た
い

道
。
特
に
古
道
を
歩
く
こ
と
を
趣
味
と
し

て
い
る
か
た
に
は
楽
し
め
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
歴
史
が
感
じ
ら
れ
、
他
の
自
然
の
美

し
さ
が
ポ
イ
ン
ト
の
道
と
は
異
な
る
魅
力

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
風
景
が
相
続
な

ど
で
面
影
が
な
く
な
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
こ
の
機
に
保
存
さ
れ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

˔
ࡩ
の
ࢄ
า
ಓớ
ࣗ
વ
Λ
ײ
͡
Β
Ε
Δ
ί
ー

ε
ʗ
ͭ
͖
Έ

̓-

̓
Ờ

ߨ
ධ
：
緑
、
花
、
人
工
物
と
調
和
の
と
れ
た

道
で
す
。水
管
橋
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
、カ
ッ

コ
よ
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
季
節
の
自

然
を
楽
し
め
、
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
ポ
イ
ン

ト
が
あ
り
ま
す
。
独
特
の
景
観
を
再
発
見

し
て
い
る
点
を
評
価
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
22
回
大
和
市
街
づ
く
り
賞
が
決
定
〜
表
彰
式
と
パ
ネ
ル
展
も
開
催
し
ま
す問

市
役
所
街
づ
く
り
推
進
課
街
づ
く
り

推
進
係
☎（
２
６
０
）５
４
８
３

（
２

６
４
）６
１
０
５

マークはヤマトン健康ポイント対象事業です。詳しくは健康づくり推進課☎（260）5803へ。



10広報やまと 2025.2.1

市からのお知らせ

市
は
、
中
学
生
に
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身

に
着
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
第
43
回

大
和
市
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
と
第

18
回
大
和
市
中
学
生
人
権
ポ
ス
タ
ー
募
集
を

実
施
し
、
作
文
４
７
０
編
、
ポ
ス
タ
ー
３
６

５
点
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
入
賞
作
品
は
以

下
の
と
お
り
で
す（
順
不
同
、
敬
称
略
）。

ୈ
43
ճ
େ

ࢢ
த
ֶ
ੜ

ਓ
ݖ
࡞
จ
ί
ϯ
ς
ε
τ
༏
ल


「
と
も
に
生
き
る
」太
田
あ
か
り（
大
和
中

１
年
）、「
弟
の
気
持
ち
も
考
え
る
」⻆か

く
た田

渚

紗（
大
和
中
１
年
）、「
自
分
も
人
も
大
切
に

す
る
」出
口
杏
樹（
大
和
中
３
年
）、「
差
別

を
な
く
す
に
は
」渡
邉
楓
子（
つ
き
み
野
中
１

年
）、「
長
崎
を
最
後
の
被
爆
地
に
」蒲か

ば
や谷
力り

き

（
南
林
間
中
１
年
）、「
今
を
生
き
る
私
た
ち

へ
」河
合
萌め

い生（
聖
セ
シ
リ
ア
女
子
中
３
年
）、

「
い
じ
め
と
人
権
」河
本
莉
佳（
聖
セ
シ
リ
ア

女
子
中
３
年
）（
厚
木
地
区
大
会
推
薦
作
品
）、

「
人
権
に
つ
い
て
」古
田
彩
織（
聖
セ
シ
リ
ア

女
子
中
３
年
）、「
心
か
ら
願
っ
て
」三
又
礼

子（
聖
セ
シ
リ
ア
女
子
中
３
年
）、「
守
ら
れ

る
べ
き
も
の
を
つ
な
ぐ
た
め
に
」向
山
歌
音

（
聖
セ
シ
リ
ア
女
子
中
３
年
）（
厚
木
地
区
大

会
・
県
大
会
推
薦
作
品
）。

ୈ
18
ճ
େ

ࢢ
த
ֶ
ੜ

ਓ
ݖ
ϙ
ε
λ
ー
ื
ू
༏
ल


「
輝
く
努
力
」上う

え
ば羽
花
鈴（
大
和
中
１
年
）、

「
人
を
大
切
に
」中
山
蘭（
大
和
中
１
年
）、

「
色
々
」齊
藤
歩
果（
大
和
中
２
年
）、「
消
え

な
い
傷
」佐
藤
遙は

る
か風（
大
和
中
２
年
）、「
よ
く

考
え
て
」鈴
木
希き

実み（
大
和
中
２
年
）、「
私
僕

俺
ら
し
く
生
き
る
」平
野
由
奈（
大
和
中
２

年
）、「
好
き
」桝ま

す
や谷
優
月（
大
和
中
３
年
）、

「
自
分
ら
し
い
色
で
。」吉
田
柚
葉（
大
和
中
３

年
）。「「
普
通
」っ
て
何
で
す
か
？
」菊
池
理

央（
つ
き
み
野
中
１
年
）、「
個
性
っ
て
ス
テ

キ
」中
尾
紅く

れ
は葉（
下
福
田
中
３
年
）。

˙
ް


۠
େ
ձ
༏
ल


「
自
由
っ
て
…
」木こ

ぐ
れ暮
彩
花（
大
和
中
1
年
）。

人
権
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
の
優
秀
作
品
を
表
彰

問
市
役
所
国
際
・
男
女
共
同
参
画
課
国

際
・
男
女
共
同
参
画
係
☎（
２
６
０
）５

１
７
５
（
２
６
３
）２
０
８
０

問
市
役
所
文
化
振
興
課
文
化
振
興
係
☎

（
２
６
０
）５
２
２
２
（
２
６
３
）２
０

８
０

各課への問い合わせは市のホームページ「組織の紹介」からも受け付けています。

海
上
自
衛
隊

横
須
賀
音
楽
隊
と
の

交
流
コ
ン
サ
ー
ト

引
地
台
中
学
校
・
綾
瀬
市
の
中
学
校
の
吹

奏
楽
部
有
志
と
、
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
音
楽

隊
に
よ
る
交
流
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

同
音
楽
隊
は
70
年
の
歴
史
が
あ
り
、
東
北

や
関
東
、
中
部
地
方
を
中
心
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
の
共
演
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

ͱ

͖
▼
３
月
13
日（
木
）午
後
６
時
30
分
〜

８
時

ͱ
͜
Ζ
▼
シ
リ
ウ
ス
内
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

ื
ू
ਓ

▼
２
０
０
人
程
度（
人
数
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
し
、
結
果
は
３
月
上
旬
に

当
選
者
の
み
に
は
が
き
で
通
知
し
ま
す
）

ਃ
͠
ࠐ
Έ
▼
２
月
21
日（
金
）午
後
５
時
ま

で
に
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら（
１
人
２
枚
ま

で
）。

各
計
画
案
に
ご
意
見
を

˙
ڞ
௨
ࣄ
߲

ఏ
ग़
ํ
๏
▼
２
月
３
日（
月
）〜
３
月
５
日

（
水
）（
必
着
）に
、
任
意
の
書
式
に
意
見
、

住
所
、
氏
名
を
記
載
し
、
各
締
切
日
ま
で

に
直
接
、
ま
た
は
郵
送
で
各
提
出
先
へ
。

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
電
子
申
請
も
可
。

※
各
案
は
各
提
出
先
、
市
役
所
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
各
分

室
・
連
絡
所
、
各
学
習
セ
ン
タ
ー
、
各
コ

ミ
セ
ン
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
ら
ん
に
な
れ
ま
す
。

※
電
話
や
口
頭
に
よ
る
意
見
は
受
け
付
け
ま

せ
ん
。

※
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
と
そ
れ
に
対
す

る
市
の
考
え
方
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
公
表
す
る
予
定
で
す（
個
々
の
意

見
に
は
直
接
回
答
し
ま
せ
ん
）。

˙

·
ͱ
ࣗ
ࡴ
૯
߹
ର
ࡦ
ܭ
ըớ
Ҋ
Ờ

֓

ཁ
▼
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と

の
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
す
も
の

ఏ
ग़
ઌ
ʗ

͍
߹
Θ
ͤ
▼
〒
２
４
２-

８
６
０

１
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
障
が
い
福
祉
課
こ

こ
ろ
の
健
康
係
／
☎（
２
６
０
）５
６
６
７

（
２
６
２
）０
９
９
９

˙
ো
͕
͍
ऀ

ࢱ
ܭ
ըớ
Ҋ
Ờ

֓

ཁ
▼
障
害
者
基
本
法
に
規
定
さ
れ
る
障

が
い
者
施
策
全
般
に
わ
た
り
取
り
組
む
べ

き
方
向
性
を
定
め
る
も
の

ఏ
ग़
ઌ
ʗ

͍
߹
Θ
ͤ
▼
〒
２
４
２-

８
６
０

１
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
障
が
い
福
祉
課
障

が
い
福
祉
係
／
☎（
２
６
０
）５
６
６
５

（
２
６
２
）０
９
９
９
。
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消
防
団
員
を
表
彰

「
大
和
市
消
防
出
初
式
」で
優
秀
な
団
員
な

ど
を
表
彰
し
ま
し
た（
順
不
同
・
敬
称
略
）。

ݝ

ࣄ
ද
জ

ớ
ਆ
ಸ

ݝ
ফ

ޭ
࿑
ऀ

ද
জ
Ờ

‖
ۈ
ଓ
༏
ྑ
ফ

ஂ
һớ
20

Ờ

瀧
本
智
和
、
髙
橋
真
一
、
細
谷
大
樹
、
土
田

慎
太
郎
、
佐
藤
大
輔
、
中
村
友
彦
。

ࢢ

ද
জớ
େ

ࢢ
ফ

ஂ
һ

ද
জ
Ờ

‖
Ӭ

ۈ
ଓ
ஂ
һ
ද
জớ
15

Ờ

佐
藤
勇い

さ
お大

、
蓑
島
聖き

よ
と人

、
佐
藤
誠
。

‖
ফ

ஂ
һ
ද
জớ
10

Ờ

清
水
英
昭
、
北
島
康
史
、
針
裕
視
、
柏
木
友と

も

央ひ
ろ

、
川
内
一
浩
、
髙
橋
尚
貴
、
下
田
光
秀
、

古
谷
田
翔
太
、
広
瀬
幸
一
、
小
川
泰
正
、
藤

田
浩
三
、落
合
佑
太
、関
水
啓
道
、齋
藤
雄
太
。

‖
༏
ྑ

ஂ
ද
জ

第
10
分
団

ফ

ஂ

ද
জ

‖
༏
ྑ
ஂ
һ
ද
জ

山
下
雄ゆ

う
た大

、
岩
澤
成し

げ
の
り記

、
加
藤
祐
太
、
武
内

秀
起
。

ਆ
ಸ

ݝ
ফ

ڠ
ձ
େ

ࢧ
෦

ද
জ

‖
༏
ྑ
ஂ
һ
ද
জớ
̑

Ờ

渡
邊
惠
介
、酒
井
憲
司
、山
田
裕
子
、谷や

な
い内
勝
。

問
市
消
防
本
部
警
防
課
施
設
係
☎（
２

６
０
）５
７
７
６
（
２
６
２
）０
１
１
９

問
市
役
所
環
境
総
務
課
政
策
調
整
係
☎

（
２
６
０
）５
４
９
２
（
２
６
０
）６
２

８
１

問
つ
る
舞
の
里
歴
史
資
料
館
☎（
２
７

８
）３
６
３
３
（
２
７
２
）５
２
１
６

「
３
館
合
同
企
画
展

古
民
家
で
ひ
な
祭
り
」を
開
催

指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
の
委
員
を
募
集

桃
の
節
供
を
テ
ー
マ
に
、
つ
る
舞
の
里
歴

史
資
料
館
、
下
鶴
間
ふ
る
さ
と
館
、
郷
土
民

家
園
で
合
同
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

各
館
で
市
民
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
ひ
な
人
形

や
、
つ
る
し
び
な
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
合

わ
せ
て
、
３
館
を
め
ぐ
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

も
実
施
。
３
館
す
べ
て
に
来
館
し
た
人
に
ヤ

マ
ト
ン
グ
ッ
ズ
な
ど
を
贈
呈
し
ま
す
。

˙
ڞ
௨
ࣄ
߲

ͱ

͖
▼
い
ず
れ
も
２
月
14
日（
金
）〜
３
月

９
日（
日
）

ਃ
͠
ࠐ
Έ
▼
不
要
。

引
地
台
公
園
な
ど
の
指
定
管
理
者
の
候
補

を
選
定
す
る
た
め
、
選
定
委
員
会
の
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

ର

ࢪ
ઃ
▼
引
地
台
公
園（
引
地
台
温
水
プ
ー

ル
、
引
地
台
野
外
音
楽
堂
、
大
和
ス
タ
ジ

ア
ム
）、
引
地
台
温
水
プ
ー
ル
立
体
駐
車

場
、
つ
き
み
野
１
号
公
園（
つ
き
み
野
野

球
場
）、
宮
久
保
公
園（
宮
久
保
野
球
場
、

宮
久
保
ス
ポ
ー
ツ
広
場
）、
多
胡
記
念
公

園（
慈
緑
庵
）、
柳
橋
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ



ظ
▼
５
月
１
日（
木
）か
ら
指
定
管
理
者

の
候
補
の
選
定
終
了
ま
で（
審
査
会
を
含

む
４
回
程
度
の
会
議
を
予
定
）

ର


▼
５
月
１
日
現
在
、
ほ
か
の
審
議
会

な
ど
の
公
募
委
員
で
な
い
市
内
在
住
者

（
指
定
管
理
者
応
募
予
定
者
の
関
係
者
を

除
く
）

ఆ

һ
▼
３
人

બ
ߟ
ํ
๏
▼
書
類
選
考

ਃ
͠
ࠐ
Έ
▼
２
月
１
日（
土
）〜
３
月
２
日

（
日
）（
必
着
）に
応
募
用
紙
と
小
論
文「
幅

広
い
世
代
に
利
用
さ
れ
る
施
設
と
し
て
、

指
定
管
理
者
に
期
待
す
る
こ
と（
８
０
０

字
程
度
・
任
意
の
書
式
）」を
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
〒
２
４
２-

８
６
０
１
市
役

所
環
境
総
務
課
へ
。
直
接
ま
た
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
可
。

※
報
酬
、
交
通
費
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
応
募
用
紙
は
環
境
総
務
課
で
配
布
す
る
ほ

か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
選
考
結
果
は
応
募
者
全
員
に
通
知
し
、
選

出
さ
れ
た
委
員
の
氏
名
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

ところ 時　間

つる舞の里
歴史資料館

午前9時～午後5時
（入館は4時30分まで）
（月曜日休館）

下鶴間
ふるさと館

午前10時～午後4時
（月・火曜日休館）

郷土民家園 午前9時～午後4時
（月曜日休園）

※いずれも2月24日（祝）は開館（園）、25
日（火）は休館（園）。

1㌽
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市からのお知らせ

市政情報は「FM やまと」（77.7メガヘルツ）でもお知らせしています。

˙
ε
Ϛ
ϗ
Ͱ
ਃ
ࠂ

給
与
所
得
や
雑
所
得
、
一
時
所
得
の
ほ
か

寄
附
金
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場

合
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
電
子
申

告
ｅイ

ー

タ

ッ

ク

ス

-

Ｔ
ａ
ｘ
用
の
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
と

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
あ
れ
ば
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
簡
単
に
申
告
で
き
ま
す
。

な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
は
、
パ
ソ
コ
ン

で
所
得
税
や
消
費
税
、
贈
与
税
の
申
告
書
や

青
色
申
告
決
算
書
・
収
支

内
訳
書
を
作
成
し
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で
提
出
で
き
ま
す
。

˙
େ

੫

ॺ
の
ਃ
ࠂ
ॻ
࡞

ձ

Ͱ
ਃ
ࠂ

ͱ

͖
▼
２
月
17
日（
月
）〜
３
月
17
日（
月
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
4
時（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く（
３
月
２
日（
日
）は
受

け
付
け
）、
提
出
の
み
の
場
合
は
午
後
5

時
ま
で
、
相
談
時
間
は
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
）

ͱ
͜
Ζ
▼
大
和
税
務
署（
中
央
５-

14-

22
）。

※
入
場
に
は
、
整
理
券
が
必
要
で
す（
Ｌラ

イＩ

ＮンＥ
ア
プ
リ
で
事
前
入
手（
国
税
庁
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を

友
だ
ち
追
加
）で
き
る
ほ

か
、
当
日
会
場
で
配
布
）。

・
退
職
所
得
が
あ
る
人
の
申
告

・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
申
告

・
亡
く
な
っ
た
親
族
の
準
確
定
申
告

・
所
得
税
以
外
の
国
税
の
申
告
な
ど
。

ࢢ
ɾ
ݝ
ຽ
੫ớ
ॅ
ຽ
੫
Ờの
ਃ
ࠂ



Ε
ͣ
ʹ

今
年
1
月
1
日
現
在
、
大
和
市
内
に
住
民

登
録
を
し
て
い
る
人
は
、
収
入
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
3
月
17
日（
月
）ま
で
に
市
役
所

で
市
・
県
民
税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い

（
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
申
告

不
要
で
す
／
①
所
得
税
の
確
定
申
告（
還
付

申
告
を
含
む
）を
し
た
、
②
前
年
中
の
収
入

が
給
与
の
み
で
、
年
末
調
整
済
み
の
給
与
支

払
報
告
書
が
勤
務
先
か
ら
市
に
提
出
さ
れ
て

˙
;
Δ
͞
ͱ
ೲ
੫
ͳ
Ͳ
の
د
ෟ
ۚ
͕
͋
Δ
ਓ

の
ॴ
ಘ
੫
の
֬
ఆ
ਃ
ࠂ

ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の
市
・
県
民
税
の
対

象
と
な
る
寄
附
金
の
あ
る
人
が
、
所
得
税
の

確
定
申
告
を
す
る
場
合
は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

特
例
の
申
請
を
し
た
場
合
で
も
、
確
定
申
告

書
の
寄
附
金
控
除
欄
に
記
載
す
る
と
と
も

に
、
確
定
申
告
書
第
二
表
の
住
民
税
・
事
業

税
に
関
す
る
事
項
欄
に
も
忘
れ
ず
に
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。
記
載
が
な
い
場
合
は
、
市
・

県
民
税
で
の
寄
附
金
税
額
控
除
が
適
用
さ
れ

ま
せ
ん
。

ࢢ

ॴ
Ͱ

Ұ
෦
の
֬
ఆ
ਃ
ࠂ
の

૬
ஊ
ͱ
࡞

͕
Ͱ
͖
·
͢

ର


▼
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
人
、
ま

た
は
公
的
年
金
と
給
与
収
入
の
み
の
人

ਃ
͠
ࠐ
Έ
▼
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
ま
た
は
電

話
で
要
予
約
。

※
詳
し
く
は
税
の
か
わ
ら
版（
今
号
の
広
報

や
ま
と
と
併
せ
て
自
治
会
経
由
で
配
布
）

を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

˙
ࢢ

ॴ
Ͱ
Ͱ
͖
ͳ
͍
֬
ఆ
ਃ
ớࠂ
େ

੫


ॺ

Ờ

・
給
与
所
得
の
み
の
人
の
申
告

・
事
業
、
不
動
産
、
配
当
、
一
時
、
雑（
公

的
年
金
等
を
除
く
）、
譲
渡
な
ど
の
申
告

・
源
泉
徴
収
票
が
な
い
人
の
申
告

い
る
、
③
前
年
中
の
収
入
が
４
０
０
万
円
以

下
の
公
的
年
金
の
み
で
、
源
泉
徴
収
票
の
控

除
内
容
に
変
更
や
追
加
が
な
い
、
④
同
居
し

て
い
る
同
じ
世
帯
の
人
の
年
末
調
整
や
確
定

申
告
で
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
る
）。

市
・
県
民
税
の
申
告
は
、
保
育
所
入
所
や

公
営
住
宅
入
居
な
ど
の
申
し
込
み
の
ほ
か
、

児
童
手
当
な
ど
各
種
手
当
の
支
給
や
国
民

年
金
保
険
料
の
免
除
判
定
、
国
民
健
康
保
険

税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険

料
の
算
定
な
ど
、
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
基

礎
資
料
に
な
り
ま
す
。

所
得
税
・
贈
与
税
・
消
費
税
の
確
定
申
告
と
市
・
県
民
税
の
申
告
は
お
早
め
に（
令
和
６
年
分
）

問

市
役
所
市
民
税
課
個
人
市
民
税
第

1
・
2
係
☎（
２
６
０
）５
２
３
２
〜
４

（
２
６
４
）６
０
９
３

問
大
和
税
務
署
☎（
２
６
２
）９
４
１
１

（
代
）

スマホ申告
（国税庁）国税庁 LINE

市公式 LINE

交
通
安
全
・
防
犯
功
労
者
を
表
彰

交
通
安
全
や
防
犯
活
動
に
貢
献
し
た
個
人

や
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た（
順
不
同
・
敬
称

略
）。

˙
ަ
௨
҆
શ
ޭ
࿑
ऀ

山
寺
幸ゆ

き
お夫

、（
柳
橋
）、
橋
本
哲
雄（
上
草
柳
）、

大
川
志
保（
上
草
柳
）、
古ふ

る
や
ま山
み
ど
り（
西
鶴

間
）。

˙

൜
ޭ
࿑
ऀ

荻
窪
春
雄（
下
鶴
間
）、
野
洋
一（
下
鶴
間
）、

橋
詰
久
男（
下
和
田
）、
大
和
原
自
治
会
。

※
本
人
の
希
望
に
よ
り
１
名
非
公
表
。

問
交
通
安
全
功
労
者
に
つ
い
て
▼
市
役

所
道
路
安
全
対
策
課
交
通
安
全
・
自
転

車
対
策
係
☎（
２
６
０
）５
１
１
８
（
２

６
０
）５
４
７
４

防
犯
功
労
者
に
つ
い
て
▼
市
役
所
生
活
あ

ん
し
ん
課
防
犯
対
策
強
化
推
進
係
☎（
２

６
０
）５
０
４
８
（
２
６
０
）５
１
３
８
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　いずれも申し込みは2月10日（月）まで（⑩⑪は2月21日（金）まで）で、年齢制限はありません。基本給は、2月1日
時点です（職歴などに基づく加算あり）。
■任期付職員
　任期は1年を超え3年以内（原則更新なし）です。育児休業を取得する職員の代替などとして勤務します。合格後は、
採用候補者名簿に登載し、4月1日以降、要員に応じて登載順に採用します（登載期間は1年間）。

職　種 職務内容 募集人数 勤務時間 基本給（月額）

① 事務 市役所または出先機関での各種業務 若干名 午前8時30分～午後5時15分
（配属先により異なる場合あり） 228,140円

② 保育士 市立保育園での保育業務 15人程度

午前6時45分～午後7時15分の
うち実働7時間45分

248,160円

③ 看護師
市立保育園での障がい児支援・介助、
園児への応急処置・医療的ケアなど看
護・保育業務または出先機関での予防
接種健康被害救済制度関連業務

若干名 266,200円

●申し込み方法・問い合わせ
【①～⑥】 必要書類を直接または郵送で〒242-8601市役所人
財課へ。市のホームページから電子申請も可。2月下旬に
面接を実施（日時・場所は後日連絡）。募集案内と申込書は
同課で配布するほか、市のホームページからダウンロード
もできます 問同課☎（260）5338

【⑦⑧】 必要書類を直接または郵送で〒242-8601市教育委員
会教育総務課へ。募集案内と申込書は同課で配布するほか、
市のホームページからダウンロードもできます。2月中旬に

面接を実施（日時・場所は後日連絡）問同課☎（260）5203
【⑨】 履歴書を直接または郵送で〒242-8601市役所道路管理
課へ。後日面接を実施 問同課☎（260）5412

【⑩⑪】 履歴書を直接または郵送で〒242-0026草柳3-12-1環
境管理センター⑩施設課、⑪廃棄物対策課へ。後日面接を
実施 問 ⑩施設課☎（269）1522、⑪廃棄物対策課☎（269）
1511

■臨時的任用職員
　任期は6か月以内（更新は最長1年間）です。原則4月1日採用予定です（令和6年度に大和市臨時的任用職員として
採用されたかたは応募できません）。

職　種 職務内容 募集人数 勤務時間 基本給（月額）
⑦ 営繕作業員 市立小・中学校などにおける施設補修など 若干名 午前8時30分～午後5時15分 253,000円

⑧ 庁務作業員 市立小・中学校での清掃業務など 10人程度 午前7時30分～午後4時 228,140円

⑨ 道路維持作業員 市道などにおける施設補修など 若干名 午前8時30分～午後5時15分

253,000円⑩
作業員

環境管理センターでの廃棄物の受け入れ・
清掃作業など 若干名 午前8時～午後4時45分

⑪ ごみの収集業務 若干名 午前8時～午後4時45分

■任期付短時間勤務職員
　勤務条件は、配属される部署によって異なります。任期は原則1年間（3年まで更新の可能性あり）。選考合格後は
採用候補者名簿に登載し、4月1日以降要員に応じて登載順に採用します（登載期間は1年間）。

職　種 職務内容 募集人数 勤務時間 基本給（月額）
④ 事務 市役所または市の

出先機関での各種
業務

5人程度 週31時間以内
1日4時間×週5日、
1日7.75時間×週3日など

週20時間勤務の場合　117,749円
週23.25時間勤務の場合　136,884円
週30時間勤務の場合　176,623円⑤ 障がい事務 若干名

⑥ 保育士 市立保育園での保
育業務 若干名 1日5時間×週5日 160,102円

任期付職員・臨時的任用職員を募集

問市役所人財課人財育成係☎（260）5338 （264）6074

大和市公式 X（旧 Twitter）アカウントをぜひフォローしてください。@city_yamato_inf
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※対象の設定がないものはどなたでも。費用の記載がないものは無料です。 日＝日時　 ＝会場　 対＝対象　 定＝定員　 　講師・出演者＝ߨ අ＝費用　 　持ち物＝࣋ 申＝申し込み方法　 問＝問い合わせ

健
康
の
ペ
ー
ジ

情
報
の
ペ
ー
ジ

10人（定員を超えた場合は抽選）࣋双眼
鏡、大和の自然ハンドブック（いずれも貸
し出しあり）申 2/23（祝）～3/9（日）に直
接または電話で。同センターのホーム
ページからも可。※市の所管はみどり公
園課。

柳橋ふれあいプラザ感謝祭
☎（269）1580　༄ڮ;Εあいプϥβ
①先着で粗品贈呈、②ダンス発表会 日 3/
23（日）①10：00～・②11：00～11：30 

同プラザ 申不要。※市の所管は施設課。

大和市観光ウォーキング
～さくらの名所巡りツアー
2025春 1㌽
☎（260）5799　大市Πϕンτ観ޫڠ会
千本桜、引地台公園、ふれあいの森など
約7.5㌖ 日 3/28（金）9：30～14：00（雨天
中止）高座渋谷駅西口集合、大和駅解散
定 20人（定員を超えた場合は抽選）࣋弁当
申 3/7（金）（必着）までに、はがきに参加者
全員（2人まで）の住所、氏名、電話番号を
記載し、〒242-0016大和南1-8-1シリウ
ス2階大和市イベント観光協会「さくらの
名所巡りツアー2025春」ウォーキング係
へ。電話も可。※市の所管はイベント観
光課。

こどもに関わる遊びの実践講座
☎（267）9985　子ҭて支援センター
ボランティアに役立つ親子遊びや制作を
習得 日 3/28（金）10：00～11：30 同セ
ンター 対中学生以上でボランティア活動
中または活動予定の人 定先着15人 同ߨ
センター保育士 申 2/25（火）～3/27（木）
に電話で同センターへ。※市の所管はこ
ども総務課。

第19回神奈川県
障害者スポーツ大会
☎（260）5665　োがい福祉課
①②⑤⑦⑧⑨県立スポーツセンター（藤
沢市善行7-1-2）、③湘南とうきゅうボウ
ル（藤沢市遠藤698-10）、④神奈川県総合
リハビリテーションセンター（厚木市七沢
516）、⑥さがみはらグリーンプール（相
模原市中央区横山5-11-1）対①②③⑥⑧
知的障がい者、①④⑤⑥⑧⑨身体障がい
者、⑦精神障がい者 申各締め切り日まで
に申込書を郵送で〒221-0825横浜市神
奈川区反町3-17-2県社会福祉センター内
（公財）神奈川県身体障害者連合会神奈川
県障害者社会参加推進センターへ 問同セ
ンター☎045（311）8736。※申込書は保
健福祉センター同課で配布するほか、同
連合会のホームページからダウンロード
もできます。

競技種目 開催日 締め切り
①フライングディ
スク競技会 4/13（日） 2/7（金）

②陸上競技会 4/20（日） 2/14（金）

③ボウリング
競技会 4/27（日） 2/21（金）

④アーチェリー
競技会 4/27（日） 2/21（金）

⑤陸上競技会 5/11（日） 3/3（月）

⑥水泳競技会 7/6（日） 5/12（月）

⑦卓球競技会 来年
1/16（金）11/17（月）

⑧卓球・サウンド
テーブルテニス
競技会

1/18（日）11/17（月）

⑨ボッチャ競技会 3/1（日） 12/15（月）

第82回
大和市民ゴルフ大会
☎（260）5762　εϙーπ課
18ホールストロークプレー（ハンディ
キャップは新ペリア方式）。プレーは1ラ
ウンドのみ（追加不可）日 4/28（月）7：10
～17：00 相模カンツリー倶

ク

楽
ラ

部
ブ

（中央
林間西7-1-1）対 18歳以上の市内在住・
在勤者（学生不可）定 160人（定員を超えた
場合は抽選）අ 2万1,500円 ゴルフウエ࣋
ア、クラブなど 申 3/4（火）（消印）までに、
往復はがきに参加者全員（4人まで）の郵
便番号、住所（市外在住の市内在勤者は
勤務先も）、氏名（ふりがな）、性別、生年
月日（年齢）、昼間連絡が取れる電話番号、
オフィシャルハンデまたはプライベート
ハンデを記載し、〒242-0029上草柳1-
1-1大和スポーツセンター内スポーツ課
「市民ゴルフ大会事務局」へ。

パソコン楽々塾
☎（263）8600　シϧόー人ࡐセンター
いずれも 日希望日時を基に調整（1回2時
間まで）申 希望日の3日前（土・日曜日、
祝日の場合はその前の平日）までに電話
で。※市の所管は人生100年推進課／ύ
εタなんで૬ஊ▶パソコン、スマート
フォン、タブレット端末の問題対応 ベ
テルギウス内大和市民活動センター අ 1
時間1,500円／ύεタなんでϨッεン
▶パソコン、スマートフォン、タブレッ
ト端末の個別指導。テーマを決めて学習
ベテルギウス内大和市民活動センター
対初心者～中級者 අ 1時間1,500円（別途
テキスト代）／๚問αーϏε▶パソコン
などの①操作学習、②トラブル対応 අ①
3,500円、②4,000円。

「広報やまと」に掲載する広告を随時募集しています。詳しくは市のホームページをごらんください。 問広報課☎（260）5313

大
和
市
は
自
主
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、「
広
報
や
ま
と
」

に
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

大和市の市外局番は「046」です。
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健
康
の
ペ
ー
ジ

情
報
の
ペ
ー
ジ

ふれあいプラザ
ワンコイン教室
☎（269）1580　༄ڮ;Εあいプϥβ
いずれも 柳橋ふれあいプラザ 対 18歳以
上 定各先着24人 අ各500円 運動がで࣋
きる服装、汗拭きタオル 申各開催日の前
日までに直接または電話で。※市の所管
は施設課／①ϐϥςΟε▶ 日 2/18～3/
11の毎週火曜日いずれも10：15～11：00
（2/25を除く）／ᶄのͼのͼετϨッチ
▶ 日 2/18～3/11の毎週火曜日いずれも
11：15～12：00（2/25を除く）／ᶅΞン
チΤΠδンάΤクααΠζ▶ 日 2/19～
3/12の毎週水曜日いずれも10：15～11：
00／ᶆ健康体ૢ▶ 日 2/22～3/15の毎週
土曜日いずれも10：15～11：00。

森のボランティア談話室
☎（264）6633　
自વ観センター・しらかしのいえ
泉の森のボランティア活動紹介と募集 日

2/23（祝）10：00～12：00（入退場自由）

同センター 対ボランティア登録は高校生
以上 申不要。※市の所管はみどり公園課。

はなしの泉
☎（260）5226　こど・੨গ課
パネルシアター、お母さんのおしゃべり
広場など 日 2/27（木）10：00～12：00 

桜丘学習センター 対乳幼児と保護者 定先
着30組 母親クラブ連絡協議会ߨ 申不要。

市民活動推進補助金
公開プレゼンテーション
☎（260）5103　市民活動課
市民活動推進補助金交付制度への応募団
体が、事業の目的や内容などを発表 日 3/
1（土）13：00～15：30（団体数により時間
変更の場合あり）市役所会議室棟 申電
話で。

ふれあいの森ドッグラン
会員登録説明会
☎（260）5450　みどりެԂ課
利用規約の説明、会員登録手続きなど 日

3/2（日）10：30～12：00 グリーンアッ
プセンター 対市内および隣接市在住者 定

40組（定員を超えた場合は抽選し、落選
者のみに通知）අ登録者1人、犬1頭につ
きそれぞれ市内在住者500円、隣接市在
住者1,000円 スリッパ、犬鑑札、狂犬࣋
病予防注射済票、愛犬手帳または狂犬病
予防接種済証、混合ワクチン接種済証（1
年以内）、登録者全員の写真（縦3.5セ ン チメートル×
横2.5セ ン チメートル）、飼い主の本人確認ができるも

の。会員証の郵送希望者は110円切手を
貼った封筒も 申 2/10（月）～21（金）に電
話で。

労働講座「徹底解説！外国人雇
用の基本と実務対応の留意点」
活性課ۀ࢈　5135（260）☎
①外国人材の受け入れと雇用の基礎知識、
②外国人材の受け入れに関する最新動向
日①3/3・②10いずれも月曜日15：00～
17：00 シリウス6階生涯学習センター
対使用者、人事労務担当者など 定各先着
40人 ߨ L

リ ノ ラ

inolaパートナーズ法律事務所代
表弁護士　片岡邦弘氏 申電話で県かなが
わ労働センター県央支所☎（296）7311
へ。県ホームページからも可。

日
に ΄ ん ͝ き ΐ ͏ し つ

本語教室
「つるま読

Α

み書
か

きの部
へ や

屋」
ࠃ　5164（260）☎

こ ͘ さ い

男・ࡍ
ͩ ん ͡ ΐ き ΐ ͏ ど ͏ さ ん か ͘ か

女ڞಉࢀը課
生
せいかつ

活に役
や く だ

立つ日
に ほ ん ご

本語の読
よ

み書
か

きを学
まな

び、
日
に ほ ん

本の文
ぶ ん か

化を勉
べんきょう

強します 日①3/3～17の
毎
まいしゅう

週月
げつ

曜
よう

日
び

19：00～21：00、②3/4～18
の毎

まいしゅう

週火
か よ う び

曜日10：00～12：00（いずれも
全
ぜん

3回
かい

）シリウス6階
かい

生
しょうがい

涯学
がくしゅう

習センター
対ひらがなとカタカナが分

わ

かり、大
や ま と

和市
し

に住
す

んでいる人
ひと

、大
や ま と

和市
し

で働
はたら

いている人
ひと

定各
かく

先
せん

着
ちゃく

15人
にん

NPO法ߨ
ほう

人
じん

かながわ難
なんみん

民
定
ていじゅう

住援
えん

助
じょ

協
きょう

会
かい

スタッフ අ 1回
かい

200円
えん

ペ࣋
ンとノート 申 2/26（水

すい

）までに直
ちょく

接
せつ

または
電
でん

話
わ

で。ファクス（263）2080も可
か

。

こどもを守る防災講座
☎（267）9985　子ҭて支援センター
子どもを守るための防災知識を身に着け
る 日 3/4（火）10：00～11：30 子育て支
援センター 対昨年3月～今年2月生まれの
子と保護者 定先着15組 市職員ߨ 授乳࣋

ケープ、子を寝かせるバスタオル 申 2/3
（月）～3/3（月）に直接または電話で同セ
ンターへ。※市の所管はこども総務課。

ゼロから始める新N
χ ー α

ISA
活性課ۀ࢈　5135（260）☎
去年から始まった新NISAの仕組みや運
用のポイント、弱点のカバーの仕方など
日 3/8（土）10：00～12：00 大和商工会
議所（中央5-1-4）対市内在住・在勤者 定

30人 申 2/17（月）16:00までに電話で大
和市勤労者サービスセンター☎（264）67
80へ。

泉の森観察会
☎（264）6633　
自વ観センター・しらかしのいえ
ボランティアの植物解説を聞き散策「春
の妖精と出合おう」日 3/9（日）13：00～
15：00（雨天決行）同センター集合 対小
学5年生以上 定先着20人 動きやすい服࣋
装 申 2/9（日）から直接または電話で。同
センターのホームページからも可。※市
の所管はみどり公園課。

地域福祉セミナーやまと2025
☎（260）5643　大市ࣾ会福祉ٞڠ会
「みんなの共通の宿題としての地域福祉」

日 3/9（日）13：30～16：00 保健福祉セ
ンター 対市内在住・在勤者 定先着300人
県立保健福祉大学教授　中村美安子氏ߨ
申電話で。※市の所管は健康福祉総務課。

野
と り

鳥と森の自然散策
☎（264）6633　
自વ観センター・しらかしのいえ
泉の森の野鳥観察会「鳥たちの春」日 3/
23（日）9：20～11：30（雨天中止）同セ
ンター集合 対小学5年生以上の初心者 定

マークはヤマトン健康ポイント対象事業です。詳しくは健康づくり推進課☎（260）5803へ。

悪質商法や、事業者との取引・契約に関するトラブルは、消費生活センターに相
談できます。同センターでは専門的な知識を持った消費生活相談員が、契約内容
などから問題点を整理し、自主解決に向けて助言や情報提供をします。必要に応
じて事業者へのあっせんをします。通信販売によ
る定期購入トラブルや、屋根・給湯器などの点検
商法によるトラブルが年々増加傾向にあります。
必要のない契約はせず、契約内容をよく確認し慎
重な判断をしましょう 日月～金曜日9：30～12：
00・13：00～16：00（祝日を除く）市役所 申直
接または電話で。※市の所管は市民相談課。

τϥϒϧは大市ফඅ生活センターに͝૬ஊͩ͘さいܖ
☎（260）5120　大市ফඅ生活センター
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健
康
の
ペ
ー
ジ

情
報
の
ペ
ー
ジ

ネット利用時の
情報セキュリティにご注意を
☎（260）5345　σδタϧઓུ課
不審なメールに起因する情報漏えい被害
や個人情報の流出など、生活に影響を及
ぼすサイバーセキュリティ犯罪が発生し
ています／ެڞ機ؔやۀاをͬたِの
ショーτメッセーδαーϏε（4.4）▶メー
ルやSMSは偽物ではないかを疑い、安易
に誘導先のURLをクリックしないでくだ
さい／金મを要ٻする内容が書かΕた不
৹なメーϧ▶内容が事実であるかの確認
が取れないまま、安易にメールに記載さ
れている問い合わせ先に連絡しないでく
ださい／Πンターωッτར用時にِの
Πϧεײછࠂܯ▶警告画面が表示されて
も、実際にウイルス感染しているとは限
りません。安易に誘導された問い合わせ
先に連絡しないでください。※詳しくは、
情報処理推進機構（IPA）の「情報セキュリ
ティ10大脅威2024［個人編］
（一般利用者向け）」をごらんく
ださい。

第48回大和市民まつり
協賛のお願い
☎（260）5167　Πϕンτ観ޫ課
「大和市民まつり」に協賛いただける企
業・団体を募集します。金額に応じて企
業・団体名やロゴをまつりの看板やちら
しに掲出するほか、協賛企業・団体の紹
介を会場内でアナウンスします 対市内外
の企業・団体 申 2/18（火）（消印）までに

申込書を直接または郵送で〒242-8601
市役所イベント観光課内「大和市民まつ
り実行委員会総括事務局」へ。ファクス（2
60）5138または電子申請も可。同申込書
と協賛メニューの詳細が記載された案内
は同課で配布するほか、市のホームペー
ジからダウンロードもできます。

催　し

大和市スポーツ人の集い
☎（260）5762　εϙーπ課
大和市スポーツ協会主催。第1部：表彰
式、第2部：トークショー 日 2/11（祝）14：
00～16：15 シリウス内メインホール
対市内在住・在勤・在学・在活動者 定先
着500人 元バドミントン女子ダブルスߨ
五輪金メダリスト　髙橋礼

あ や か

華氏 申不要。

「悪質な訪問販売 撲滅！」
キャンペーンイベント
☎045（312）1121　県ফඅ生活課
鬼越トマホーク、トレンディエンジェル
のお笑いライブ、消費生活に関するパネ

ル展示など 日 2/16（日）10：00～16：30
イオンモール大和1階ライトコート・
ウォーターコート（下鶴間1-2-
1）申不要。※市の所管は市民
相談課。

アートでおしゃべり
鑑賞教室 1㌽
☎（260）5222　จԽৼڵ課
対話型のアート鑑賞。市立小学校で、対
話型の美術鑑賞をサポートする「やまと
アートシャベル」が案内 日 2/17（月）10：
00～11：00 シリウス6階生涯学習セン
ター 定先着20人程度 申電話で（定員に満
たない場合は予約なしでも可）。

協働事業パネル展
☎（260）5103　市民活動課
市民や市民団体、事業者と協力して実施
している協働事業のパネル展 日①2/18
（火）～27（木）8：30～17：15、②3/4（火）
～13（木）9：00～21：00 ①市役所地下
1階休憩すぽっと、②ベテルギウス内大和
市民活動センター。

は2݄までݕઃがんࢪ 受診希望者は早めに協力医療機関に予約してください 問医療健診課☎（260）5662

皆さんの温かい心をありがとう
ございました。 （敬称略）

˗市へのدෟ766ສ3,655ԁ
（このうち返礼品の贈呈を伴うもの184件・752万8,000円）

問 ☎（260）5302　策総務課（دෟのৄࡉは、各୲課を͝Ҋ内します）
ٴのਪਐࡂへ◇中央労働金庫座間支店推進幹事会／ۀҭのॆ࣮にؔする事ڭߍֶ
ͼফ体੍のॆ࣮にؔする事ۀへ◇さがみ農業（協組）／ࡍࠃԽਪਐにؔする事ۀへ
◇歴史学者　林

りん

景
けいえん

淵、南天書局社長　魏德文／自વڥの保શ、Խのਪਐにؔす
る事ۀへ◇やまとの環境をよくする会会長　香川健／ͦのଞ目的ୡのために市
がඞ要とೝめる事ۀへ◇日本たばこ産業（株）神奈川支社、ニッケン建設（株）、（株）
ケイ・システム、大和市リサイクル事業（協組）、g

ゲ ー ト ウ ェ イ

ateway（株）、（株）県央資源セン
ター、相模原紙業（株）、大和市環境事業（協組）、（一社）Ｆ・マリノススポーツクラ
ブ、匿名2件。

˗大市ࣾ会福祉ٞڠ会へのدෟ金50ສ5,437ԁ、دୗ品101݅
（このうち手作り品収入25件・18万9,257円、災害義援金1件・51,607円）

問 ☎（260）5633　ಉٞڠ会総務課
ࣾ会福祉のために◇神奈川土建（一般労組）大和支部、藤田勉、フードドライブイオ
ンモール大和缶バッジ寄附金、（有）太田屋、メダカの会、匿名5件／োがい者福祉の
ために◇岡田稔／ࢦ定دෟ◇池田十

そ う ご

吾、グリーンポンプサービス（株）、大同工業
（株）、匿名1件／ͦのଞ◇手作りボランティアとの協働（鶴間台自治会、フードドラ
イブイオンモール大和、中央地区ふれあい広場、南林間地区ふれあい広場、たすけ
愛しもつるま、南林間たすけあいセンター、ダン・デ・リヨン、大和YMCAライフ
サポートセンター、カフェスプンティーノ、（有）太田屋、鶴間駅前郵便局、南林間
六郵便局、上草柳郵便局、柳橋郵便局、南大和郵便局、相模大塚駅前郵便局、下鶴
間郵便局、福田郵便局、ここさぽ、マツバ、セブン-イレブン大和東1丁目店、セブ
ン-イレブン大和鶴間1丁目店、ワークスケア千本桜、市社協）／ྩ6ొ߽Ӎࡂ
害ٛ援金◇秋田ふるさと会。

11�1～30 　善　意　の　心

੫ݥ民健康保ࠃ① 9期
問市役所収納課 ☎（260）5241～3。

ᶄհޢ保ݥྉ 9期
問市役所介護保険課☎（260）5169。

ᶅޙ期高ྸ者ҩྍ保ݥྉ 8期
問市役所保険年金課☎（260）5122。

納税・相談の休日窓口
日土曜日8：30～17：00、日曜日8：30
～12：30 問市役所収納課☎（260）52
41～3。※②③は納付書持参の人の納
付のみ受け付け。※2/3（月）・4（火）・
6（木）は19：30まで電話で納税相談
を受け付け。

2݄のೲ੫（ೲ付）
ೲ期ݶは2�28（金）

今 月 の 納 税
便利な口座振替をご利用ください
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ื 　ू

令和7年度
会計年度任用職員を募集
ಋࣨࢦ　5210（260）☎
職種ʗ勤務内容▶特別教育支援ヘルパー
／特別支援学級の児童・生徒の介助（修学
旅行・校外学習への随行の場合あり）／任
用期間▶1年以内／勤務時間▶原則週3日
8：30～15：30のうち6時間以内／ใु▶
時給1,192円（通勤手当あり）申 2/14（金）
（必着）までに登録申込書に希望職種名を
記載し、直接または郵送で〒242-8601
市教育委員会指導室へ。

青少年相談室
会計年度任用職員を募集
☎（260）5036　੨গ૬ஊࣨ
書類選考後、面接試験で採用を決定しま
す／職種ʗ勤務内容▶不登校児童生徒支
援員／教室に入ることができない児童生
徒への学習支援、心理的に不安を持つ児
童生徒への教育相談。登校渋り、不登校
の児童生徒への家庭訪問／ื集人員▶若
干名／勤務所▶市立小・中学校／任用
期間▶4月～来年3月／勤務時間▶1日5時
間、週4日程度（学校の休業中は勤務なし）
／ใु▶時給1,410円（他に期末手当あ
り。社会保険・通勤手当あり）／Ԡื֨ࢿ
▶小学校または中学校教員免許所有者 申

2/3（月）～28（金）（必着）に、履歴書（勤務
可能な曜日を記載）と「応募動機及び不登
校児童生徒支援のあり方について」（Ａ4
用紙1枚程度、書式自由）の小論文を、直
接または郵送で〒242-0018深見西1-2-
17ベテルギウス内青少年相談室へ。

͓  Β ͤ

2/7は「北方領土の日」
☎（260）5304　総合策課
北方領土は日本固有の領土です。

2/12に全国瞬時警報システムの
全国一斉情報伝達試験を実施
機ཧ課ة　5777（260）☎
当日は、市内全89か所の防災行政無線
から「これはJアラートのテストです」と
いう内容の放送が流れます。実際の災害
発生などと間違えないようご注意くださ
い 日 2/12（水）11：00頃。

春季全国火災予防運動
☎（260）5727　༧課

「कりたい　ະདྷがあるから　Րの用৺」
3/1～7の「春季全国火災予防運動」に合
わせて、防火パトロールや住宅防火訪問
診断などを実施します。可燃物の整理整
頓、住宅用火災警報器の維持管理（設置か
ら10年を目安に交換）、防炎製品や消火器
を備えるなど、火災になりにくい環境を
作りましょう。

「障害者控除対象者認定書」を
交付
☎（260）5611　人生100ਪਐ課
市は、障害者手帳、療育手帳の交付を受
けていない65歳以上の人のうち、介護保
険の要介護認定調査票などにより一定の
基準を満たしていると認定された人に、
所得の申告において所得控除の適用を受
けるための「障害者控除対象者認定書」を
交付しています。交付を受けるには申請
書の提出が必要です。申請書は、保健福
祉センター人生100年推進課で配布する
ほか、市のホームページからダウンロー
ドもできます。要介護認定を受けていな
い人は、所定の診断書の提出も必要です。

福寿カードで入浴サービス
☎（260）5611　人生100ਪਐ課
万一のときに本人確認の手助けとなるよ
う、緊急連絡先やかかりつけ医などが記
載できる「福寿カード」を発行していま
す。同カードを対象施設で指定日に提示
すると無料で入浴できます／対象ࢪઃ／
・定日▶柳橋ふれあいプラザ／毎月1ࢦ
8・18・28日、市内公衆浴場（つるま湯、
菊の湯）／毎月6・16・26日 対 65歳以上
またはシニアクラブ会員で60歳以上の
市内在住者 申マイナンバーカードなど本
人確認書類を持参し、直接保健福祉セン
ター人生100年推進課または各分室・連
絡所へ。カードに顔写真を貼りたい人は、
証明写真（縦3.0セ ン チ

メートル×横2.4セ ン チ
メートル）を1枚持

参。※同カードは本人確認書類としては
使用できません。

小規模（簡易）工事入札参加者
登録を受け付け
課ࠪݕܖ　5341（260）☎
令和7～8年度に市が発注する50万円以
下の小規模（簡易）工事（修繕および製造を
含む）の契約について、受注を希望する入
札参加者の登録申請を受け付けます／受
付ۀ種▶土木、建築、電気、管、ガラス、
内装仕上げなど 申 3/3（月）～令和9年2/
10（水）（必着）に申請書類を郵送で〒242-
8601市役所契約検査課へ。直接持参も可
（9：00～12：00・13：00～16：30）。申請
書類と提出要領は2/20（木）から同課で配
布するほか、市のホームページからダウ
ンロードもできます。※提出時は書類を
審査しません。※毎月10日までに受け付
けたものは翌月1日が認定日となり、令和
9年3/31までが有効期間です。詳しくは
提出要領をごらんください。

※今号の「情報のページ」は17～14㌻です。

情報
のϖーδ

マークはヤマトン健康ポイント対象事業です。詳しくは健康づくり推進課☎（260）5803へ。

各学習センター、各図書館などでは、子どもから大人まで楽しめるさまざまなイ
ベントを開催しています。詳しくは、指定管理者などのホームページをごらんく
ださい。※情報誌は市内の駅や公共施設で配布しています。※市の所管は図書・
学び交流課。

・各学習センター　・各図書館
・芸術文化ホール　・屋内こども広場
☎（263）0214
定ཧ者「やまとみらい」ࢦ

・下和田の郷

☎（267）7790
Լాのڷ

シϦεなどのΠϕンτ
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プϨϚϚ・ύύࣨ͢ڭ
①妊娠中の食事、離乳食のつぶし方体験、
②妊娠・産後の健康管理、出産の経過と過
ごし方、③育児・妊婦体験 日①3/5（水）・
②11（火）・③15（土）9：00～11：15（③は
9：15～・全3回）地域医療センター 対市
内在住の初めての出産を迎える妊婦（出
産予定5～8月）とパートナー 定先着20組
親子（母子）健康手帳、筆記用具࣋ 申直接
または電話で。

とからͩの健康チΣック
3㌽

ਓ

タブレット端末での認知機能検査、体力
測定など 日①3/5（水）・②7（金）・③10
（月）・④12（水）・⑤14（金）・⑥21（金）・
⑦24（月）いずれも9：30～・10：40～・
13：00～・14：10～（各回60分程度）

①③⑤⑥⑦保健福祉センター、②シリウ
ス6階生涯学習センター、④渋谷学習セン
ター 対 65歳以上の市内在住者 定各回先
着1人 申各開催日の前日15：00までに電
話で。

ぐぐ
（ͬ͘͝ん・かみかみ）ࣨڭ

͢

離乳食の進め方と育児について（①は離乳
食のつぶし方体験、②は試食あり）日①
3/5（水）9：45～11：15・②18（火）13：30
～15：00 ①地域医療センター、②保健
福祉センター 対市内在住の①生後4～5か
月（離乳食開始前）・②生後6～8か月（離
乳食開始後）の第一子の保護者（子ども同
伴可）定 各先着①20組・②25組 ࣋ 親子
（母子）健康手帳、筆記用具 申直接または
電話、ウェブ、市公式L

ラ イ ン

INEで。

健康ීٴ員
݄ྫΥーキンά 3㌽

݈

「大和市ウォーキングマップ」の大和ゆと
りの森コースを歩く 日 3/8（土）10：00～
12：00（雨天中止） 高座渋谷駅西口集
合・解散 帽子、飲み物࣋ 申不要。

ҭࣇ૬ஊ͢
保健師、管理栄養士による健康や育児、食
事などの相談 日 3/10（月）9：30～・10：

00～・10：30～ 地域医療センター 対市
内在住者 親子（母子）健康手帳࣋ 申直接ま
たは電話、ウェブ、市公式LINEで。※電
話相談は随時受け付け。

ήーτキーύー
ϑΥϩーΞップݚम 3㌽

ো

「若年者のメンタルヘルス」をテーマに学
ぶ 日 3/11（火）14：30～16：00 地域医
療センター 対ゲートキーパー・こころサ
ポーター養成講座の受講者ほか 定先着40
人 臨床心理士　ヴィヒャルト千佳こ氏ߨ
申 2/28（金）までに直接または電話で。住
所、氏名、電話番号を記載し、ファクス
（262）0999、市のホームページから電子
申請も可。

ެೝ৺ཧࢣにΑる
ೝ知૬ஊ・հޢ者ަྲྀ会

ਓ

公認心理師が認知症の人を在宅で介護す
る家族の悩みに応じる①個別相談、②介
護者交流会 日①3/19（水）9：30～・10：
30～・11：30～（いずれも40分）・②13：
30～15：30 いずれも保健福祉センター
対認知症の人を介護する家族など（本人ま
たは家族が市内在住者）定①各回1人、②
10人 申電話で。

˟242�0021中ԝ1�5�26
☎（261）2948 （261）7129
※いずれも 同センター。

ΤΠζݕ （ࠪి༧）
日 3/4・11・25いずれも火曜日13：10～15：
40※相談は毎週月～金曜日8：30～12：00・
13：00～17：15。

すこやかྍҭࣃՊ૬ஊ（ి༧）
歯科検診、予防処置、食べ方相談 日 3/13（木）
9：30～15：30 対発達の遅れや慢性疾患・障
がいがある乳幼児。

ݕԌ؊ܕ̘・̗ （ࠪి༧）
日 3/17（月）9：00～10：30 対 39歳以下で市
や会社が実施する肝炎ウイルス検査対象外の
人。

ਫ਼ਆ保健福祉૬ஊ（ి༧）
日 3/17（月）・21（金）・27（木）いずれも13：
30～15：30 対心の健康について相談したい
人。

県厚木保健福祉事務所
大センター

令和4年4月～今年3月にHPVワクチンを1回以上接種している場合に、公費（無
料）で接種をできる期間が1年間延長されます 対令和4年4/1～今年3/31にHPV
ワクチンを1回以上接種した①キャッチアップ接種対象者（平成9年4/2～同20年
4/1生まれの女性）、②令和6年度高校1年生相当年齢対象者（平成20年4/2～同
21年4/1生まれの女性）。※すでに3回（ワクチンの種類や接種開始年齢によって
は2回）の接種を受けた人は対象外／ܦաાஔの期間▶来年3/31まで／種所
▶市協力医療機関（市のホームページに掲載）࣋母子健康手帳または
過去の接種歴が分かるもの（予防接種の記録）、予診票、予防接種番号。
※予診票や予防接種番号を紛失した場合は、母子健康手帳を持参し、
医療健診課へ。　

ҩ )17ワクチンのキϟッチΞップ種を
ެඅでྃできるܦաાஔはདྷ3݄まで

市は、「救急医療情報キット」を市内在住の希望者に無料で配布しています。緊急
連絡先や持病、アレルギーなどの情報を記入した救急医療情報シートを同キット
内に入れ、もしもの時に救急隊員が見付けやすいよう、冷蔵庫の中に保管してく
ださい。また、同キットに保管する情報は定期的に確認し、変更があった場合に
は情報を更新してください 対市内在住
者／所▶保健福祉センター医療健
診課、市役所介護保険課、シリウス6階
生涯学習センター、ベテルギウス、ポラ
リス、各学習センター、市消防本部、消
防署各分署・出張所、市内各郵便局。そ
の他、一部の薬局でも配布中。詳しくは、
市のホームページをごらんください。

ҩ ҩྍใキッτを͝活用ͩ͘さいٸٹ

見付けやすいよう、冷蔵庫に保管します

スワンスワン（吸わん吸わん）で
禁煙を！
毎月22日は
「禁煙の日」
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հޢ者ࣨڭਓ
対いずれも市内在住の介護者など／ؾݩ
に৯て健康ण▶ 日 2/12（水）13：30
～15：00 サンホーム鶴間（西鶴間8-1-
2）定先着20人 中北薬品（株）管理栄養ߨ
士　牧田佳子氏 申電話で鶴間地域包括支
援センター☎（271）2770へ／ऴ活セϛ
φー　いつまで自で生活するために
ඞ要なこと▶ 日 2/28（金）13：30～15：
00 草柳コミセン 定先着15人 あいらߨ
いふ入居相談室　伊集院涼子氏 申電話で
上草柳・中央地域包括支援センター☎
（263）1108へ。

伝౷ྉཧ݈ࣨڭ
日本の郷土料理 日 2/13（木）10：30～13：
30 シリウス6階生涯学習センター 対市
内在住者 定先着20人 大和市食生活改ߨ
善推進員 අ 300円 、エプロン、三角巾࣋
手拭き用タオル、調理用マスク、筆記用
具 申 2/10（月）までに電話で市食生活改
善推進員・野寺☎（240）7663へ。

やまとΠクメン͢࠲ߨ
これから赤ちゃんを迎える喜びや不安を
参加者どうしで共有する 日 2/15（土）9：
30～11：30 地域医療センター 対市内
在住のこれから父親になる（なったばか
りの）人とパートナー 定先着20組 親子࣋
（母子）健康手帳、筆記用具 申直接または
電話、ウェブ、市公式L

ラ イ ン

INEで。

ೝ知ΧϑΣਓ
認知症の本人と家族を中心に気軽に交流。
専門職も参加 対いずれも市内在住者／野
らΧϑΣ▶ 日 2/18（火）14：00～15：30

ロゼホームつきみ野（下鶴間418-2）定

10人 申電話で下鶴間つきみ野地域包括
支援センター☎（272）7061へ／おΕん͡
ΧϑΣসのྠ▶ 日 2/26（水）14：00
～16：00 代官区画整理記念会館（代官
2-14-2）定 20人 申電話で福田南地域包括
支援センター☎（269）9001へ／ΧϑΣさ
͘ら▶ 日 3/6（木）14：00～15：30 南林
間地域包括支援センター（南林間1-4-18
ジュネス南林間2-1）定 8人 申電話で南林
間地域包括支援センター☎（271）5706へ
／ΧϑΣΕん͛▶ 日 3/8（土）13：30～15：
00 下和田の郷 定 15人 申電話で桜丘・
和田地域包括支援センター☎（268）2621
へ／福きたΧϑΣ▶ 日 3/9（日）13：30～
15：30 まごころ地域福祉センター 定 20
人 申電話で福田北地域包括支援センター
☎（267）9992へ。

հޢ༧セϛφー 3㌽݈
「運動で、筋・骨・血管・脳強化！」日 2/
25（火）13：00～14：30 ポラリス 対 60
歳以上の市内在住者 定先着20人 市理ߨ
学療法士 筆記用具、動きやすい服装࣋ 申

直接または電話、ウェブ、市公式LINEで。

ࣨ͢ڭࣇҭࣇࡀ1
育児と食事、卒乳、トイレトレーニング
日 2/27（木）10：00～11：30 地域医療

センター 対市内在住の1歳～1歳3か月の
子と保護者 定先着25組 親子（母子）健康࣋
手帳、筆記用具 申直接または電話、ウェ
ブ、市公式LINEで。

やまとΧϑΣ（ೝ知ΧϑΣ）ਓ
認知症の本人と家族を中心に専門職を交
え交流する。認知症サポート医のミニ講
話、個別相談も 日 2/27（木）13：30～15：
00 保健福祉センター 対認知症の人と家
族、物忘れの不安がある人 定先着15人 申

2/26（水）までに電話で。

健康ण໋をのͦ͏！ 各回
まる͝と3 ࠲ߨ㌽

݈

運動、栄養、口腔
くう

に関する専門職による
講話や、健康遊具の実践など 日 3/4～25
の毎週火曜日13：00～15：00（全4回）

シリウス6階生涯学習センター 対市内在
住者 定先着20人 市理学療法士ほかߨ ࣋

動きやすい服装、歩きやすい靴、タオル
申電話、ウェブ、市公式LINEで。

ӡ動にΑるೝ知
༧セϛφー 3㌽

ਓ

頭と体を同時に鍛えるコグニサイズの講
座 日 3/4（火）14：30～16：30 シリウス
6階生涯学習センター 対 65歳以上の市内
在住者 定先着20人 申電話で。

健康
のϖーδ

マークはヤマトン健康ポイント対象事業です。詳しくは健康づくり推進課☎（260）5803へ。

保 健 福 祉 セ ン タ ー

保 健 福 祉 セン ター  別 館

͢：す͘す͘子ҭて課 ☎（260）5609
ҩ：ҩྍ健課 ☎（260）5662
ਓ：人生100ਪਐ課 ☎（260）5612
ো：োがい福祉課 ☎（260）5667

݈：健康ͮ り͘ਪਐ課 ☎（260）5663
※車での来場はご遠慮ください。

いずれも 市消防本部 対市内在住・在勤者 定各先着①②16人・③～
⑤12人 筆記用具、実技ができる服装で。⑤は昼食も࣋ 申各締切日ま
でに、市のホームページから電子申請で。

課໋ٹٸٹ　5751（260）☎ 3㌽

講習会名 日　時 申込締切

①普通救命Ⅰ（実技）※ 3/10（月）13：30～15：30 3/3（月）

②普通救命Ⅰ（講義、実技） 3/11（火）9：00～12：00 3/4（火）

③普通救命Ⅲ（実技）※ 3/12（水）9：00～11：00 3/5（水）

④普通救命Ⅲ（講義、実技） 3/13（木）13：30～16：30 3/6（木）

⑤上級救命（講義、実技） 3/  7（金）9：00～17：00 2/28（金）

3݄のߨ໋ٹश会

※別途事前にウェブ講習が必要。※上記以外の日程で、出張救命講習も実施。

がん患者や家族などが気軽に語り合う交流の場。がん専門薬剤師によるミニ講座
「知っておきたい薬の飲み方」も 日 2/26（水）13：15～15：00 市立病院3階講堂

対がんに罹
り

患した人、家族、友人など 申不要。

市ཱපӃがんαϩン「ࢁざ͘ら」
☎（260）0111（）　がん૬ஊ支援センター
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他市の関連イベント

孤独・孤立支援における
広域／多職種連携の
必要性

孤独・孤立と
アートの力

問 保健福祉センター健康福祉総務課包括支援係☎（260）5637 （262）0999

4市で連携して、ワークショップや展示、シンポジウムを開催

海老名市 飯川雄大氏とのワークショップ展示
座間市 展覧会「ある日」（綾瀬市のワークショップ

の作品などの展示）
綾瀬市 ワークショップ（飯川雄大氏、金川晋吾氏、

キュンチョメ）
日程など詳しくは、イベントのホームペー
ジをごらんください。

大和・海老名・座間・綾瀬の4市企画　アートプロジェクト「ある日」

第 二 部

第 一 部

ホームレスやひきこもり支援の現場から

シンポジウム

孤独・孤立
に 　 が

できること
アート

2月21日金
第一部 午後1時～2時30分
第二部 午後3時～5時

保健福祉センター
申し込み▶不要。
この事業は内閣府の令和6年度地方版孤独・孤立対策官民
連携プラットフォーム推進事業を活用しています。

と き

と こ ろ

人と人が補い合い、つながり合える可能性は?

各分野で活躍中のかたが集結！さまざまな観点から語り合います。

photo Timothee Lambrecq

秋田市文化創造館長
西原珉氏

NPO法人抱樸理事長
奥田知志氏

内閣府参与
大西連氏

キュレーター
田中みゆき氏

ひきこもりUX会議理事
室井舞花氏

現代美術作家
鈴木康広氏




